
   

米子市少年指導委員を委嘱いたしました 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                             
 
 
 
 
 

 

福米東小学校のコーナー 
 

    福米東小学校より 
  梅雨も明け、３０度を超える蒸し暑い日が続いています。子ども達

は終業式を終え、いよいよ夏休みに入りました。地域の皆様のいろいろ

な面でのご支援があったおかげで、どの子どもも一回り成長して１学期

を終えることができました。ほんとうにありがとうございました。 

 夏休みに入りますと、地域で過ごす時間が長くなります。この期間は、

家庭や地域が教室です。それぞれの地域や子ども会、また、公民館主催

の行事などは、親子のふれあいや地域とのつながりを深め、社会性を伸

ばすよい機会となります。進んで参加させてください。どうかいろいろ

な場面で、子ども達にあたたかい目配りや心配りをお願いします。 

 ７月中旬には岡山県で下校途中の子どもが行方不明になる事件が起

こっています。登下校時の子どもの安全管理につきましては学校でも十

分指導していきますが、保護者の方や地域全体で見守る体制をこれまで

以上に推進していただきたいと思います。また、交通安全の面からも「飛

び出しなし、自転車事故なし」で子どもの安全確保に努めていきたいと

思います。 

                                      

お世話になっています 

 「ゆうあいの郷」の皆さんが、藤棚周辺や前庭の整備をしてください

ました。また、２年生が地域の野菜名人さんたちのお力を借りて育てて

いた夏野菜が、次々にかわいい実をつけています。子どもたちは、収穫

を楽しみにし、水やりにも一層力が入りました。１学期末は大きくなっ

たトマトやキュウリを学級に持ち帰って口にしたり 

家に持ち帰ったりしていました。野菜名人さんに 

お礼の手紙を書き、夏休み前に届けました。 

 「守る会」の皆様も、暑い中、激しい雨の中、見守り活動を続けてく

ださいました。 

１７日の登校班指導の時間には５名の守る会の方に来ていただき、一緒

に下校指導もしていただきました。 

読み聞かせの「スマイルママ」の皆様は、７月１０日にあった「スペ

シャルスマイルタイム」で、音響効果抜群の紙芝居をしてくださいまし

た。今回も会場はおよそ３００人の子どもたちで満員御礼となりまし

た。子ども達は夢中でお話の世界に浸っていました。ありがとうござい

ました。 

 

福米中学校のコーナー 

生徒に自治の力を育む 

 この写真は、生徒会執行部と 3年生のボランティアによるあいさつ

運動の様子です。のぼりを持ってアピールしています。 

 
 

 
 

平成 26年度生徒会スローガンの横断幕が完成しました。2学期から

玄関に掲げます。 

 この生徒会スローガン作成に向けて、生徒会執行部は全校生徒の思

いを吸い上げて話し合いを続けこのスローガンを完成させました。そ

して、このスローガンの実現のために各学級でクラスに嫌な思いをし

ている人がいないか、そんな人を見たときに自分はどんな行動ができ

たのかを徹底的に話し合いました。そして、自分はこれからだれかが

嫌な思いをしていることに気がついたら傍観者ではなく声をかけてい

くという決意発表をしました。そして、学年集会や全校集会、学級で

話し合ったことを発表しました。発表の後、生徒会長が生徒会として

このスローガンを実現させていくという強い思いを語りました。生徒

全員がこの思いを持って生活し、自分たちの力で自分たちの生活を楽

しいものにしていってほしいと思います。 

精霊送りに伴う供え物の持ち出し 

 

精霊送りに伴う供え物の福米東地区の持ち出しは、８月１６日（土） 

午前８：３０までです。透明または半透明の袋に入れて出して下さい。（可

燃ごみ専用指定ごみ袋や収集シールを使用していただく必要はありません。）

ただし、不燃物・資源物・通常の家庭ごみの混入及び塔婆・仏具・提火等の持

ち出しをしないようお願いします。 

≪持ち出し場所は、下記のとおりです。≫     

● 工業高校通り米川橋   ● 後藤工場前通り米川橋 

● 後藤駅裏米川橋     ● ホープタウン東入口米川橋 

● 前地薬師堂前      ● 井上商店横（旧道お堂前） 

 

 

 

 

 

 

米子市少年育成センターより 

米子市教育委員会では、各地区の青少年育成会、民生児童委員協会、 

小･中・高等学校の先生などから、２１４名の方々を少年指導委員に  

委嘱させていただきました。 

 青少年を非行や犯罪から守り、健やかに育てることは、保護者のみ 

ならず地域社会に住む私たち大人に課せられた責任であると考えます。 

少年指導委員の方々には、地域のおじさん･おばさんの代表として、子ど

もたちに温かく声かけをしていただいています。例えば、子どもの 

登校･下校の見守りや、自転車の２人乗りや傘差し運転をしている子  

どもへの注意をはじめ、神社祭礼のパトロール、自転車の駐輪マナーの 

指導、不良行為 (深夜徘徊、飲酒、喫煙など )が行われやすい場所への  

立ち寄り点検等、活動の内容は様々です。        

 

 

                          

 

 福米東地区少年指導委員 

 

田淵文彦さん   古杉 修さん        

相野光寿さん   大本好瑩さん 

阿部公子さん   山本博美さん 

       以上６名のみなさまです。 

 

交通事故多発！注意！！   
 交通量の多い校区です。交通ルール、マナーを 

守りましょう！特に道路への飛び出し、自転車の 

危険運転等しないこと。みんなで事故防止に取り 

組みましょう。          交通安全協会福米東支部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://cmsweb1.torikyo.ed.jp/fukuye-e/modules/menu/main.php?page_id=1&op=change_page
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=12j6slmvi/EXP=1373683573;_ylt=A7dPdDD1bd9RxwEA9fCU3uV7/*-http:/www.misaki.rdy.jp/illust/kisetu/ivent/obon/sozai/403.jpg

